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DEVIATION OF DUST DENSITY INSIDE AND OUTSIDE OF STRUCTURE 
B. SHOSABURO ISIDO 
まえがき
住居内，或いは他の建築室内の空気条件，その汚染度について，主として外気条件との関述におい
ての考察，或いは生活行為による増大度等lζ関してのこ三の知見を本紀要に報告した。的(2) その後も
継続して建築室内の空気汚染の実態，外気条件との関連の解明を目的としての一連の測定を行ったの
で現在迄κ得られた結果に基いて前報告に追補したいと考える。いかなる環境にある建築室でも空気
調和等の特別の処置のない場合はその室内条件は外気条件lとより直接的に支配される。空気調和設備
があってもその内部の空気条件，特』ζ践挨濃度はある程度影響されている状況は別κ報告した通りで
ある∞。前回迄に本紀要に報告したR'C・アパー トの様に小規模な，自然換気f置の相当大きい建築室
内においては~挨濃度は外気浪皮と殆んど完全に一致した織な変動， 推移を示している。
季節的な特異点、としては冬季の就寝時の様な1閉鎖条件時には室内外の推移iと timelag が見られ
る。文，タト気濃度の変動型lζは Chree，Hemeon，相沢氏等の指摘している定型的な変動型が明ら
かに看取出来る。乙れについては前号迄lζ述べた通りである。又，冬季では夏季よりも外気濃度，従
ってそれに支配された建築室内濃度が増大している。しかし乙の現象には前記諸家のいう風速との格
闘が必ずしも認められない。以上の様な知見が数回の小数例であるが筆者の居住するR・C・アパート
を中心とした測定結果から得られた。乙れらの結果を数的して他の各種構造，規模の建築室にあって
はどうか，又，外気変動型tζ地域的な大きな差逃があるか等の検討をも含めての測定をそれぞれの建
築室の使用の実態下で行ったものである。 測定方法は前回迄と同様に労研式座決計lζより， 計数は
4∞倍， 斜照射怯によった。
測定結果と考察
以上の目的，方法により行ったiJ¥q定結果の概要を示し，それに基いて前回迄の結果と対比考察を加
えると以下の様である。
( 1 ) 
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1.住居内における1月1日-2日の24時間の変動経過
冬季における外気の汚染度，降下煤腹量の増大は大阪，東京，他都市において共通的lζ見られる現
象であり，特に降下煤鹿量の月別の変動iζ閲しては相当以前からの資料がある。但し札幌の資料では
12月- 3月の積雪期の降下煤塵量は4月-11月の非積雪期のものよりはるかに少くなっており，乙の
他都市との反対の現象については積雪期に少いのは地上からの砂塵等の減少によるものであろうと理
解されてい“し大阪，東京等の冬季の高濃度条件が主として暖房等による石炭消費等の増大に特に直接
関連しているととも当然推測される ζとであり，ζれを実証する資料も提示されている。従って冬季に
おいて煤煙等の人為的な大気汚染条件の特lζ少いのは1月1日-2日の休日であろうと考えられる。
以上の理由で大阪市内の2ケ処の住宅室内外で24時間の変動を測定した。ーは筆者の居住する天王寺
区住宅地所在のR・C・アパート 2階で前報と同一個処.条件であり，他のーケ処は約5.5km離れた福島
区内商業地区所在の木造庖舗住宅においてである。結果は第1-3図及び第1表iζ示す通りである。
乙れによると外気濃度は他の冬季の測定例に
比してずっと低い乙とが明らかであり 1.α氾個
/c心以上のものは48例中に4例のみである。
文，二つの山と谷の発現も指摘される。特に
午前10時の最大値，午後1-2時の最小値の発
現の一致は両測定個処の約5.5kmの距離を考慮
すると一層注目されると ζろである。
ζの結果に見られる織に冬季の高濃度条件は
やはり人為的な楳鹿が主要な原因であるととが
首肯され，文，人為的な煤践の少い日でも平常
日と同様な変動型を示しているといえる。
建築室内の発塵度の評価
t自16-20111131
の一方法として発鹿系数が刷
- -ーー『圃・，IIU寄邑h
ある (5)。即ち，ある時刻の -一ー ・ー'lt樋島直』
室内外の濃皮lζ基いて
人'室ー内す濃度慎一吾外古気濃度 車
=発座系数) : 
直
とし，乙の系数によって室翌
第n受外気及び室内の塵竣浪度 (個/c.c.) 
測定個処陣鳩:蜘植|平均値|榊偏差|腕度
I 
r、 外気 2058 怨6 619 337 一
天王 6畳 1747 420 731 325 +17.96 % 
守
区 8畳 1687 414 681 259 十10.01、_.
E 外気 1790 117 678 355 一
福 2階 1814 107 653 385 - 3.67 
区島 1階 2144 122 缶9 428 - 2.93 
、_.
土問 1818 83 675 422 - 0.48 
内の発脳度の判定をしよう
。 ，..寸11子寸「寸γマ11'-すγ寸r Tーす寸
時 1'1
百
とするものである。しかし 第1図外気.M竣濃度の時間的変動
ζの方法では室内外R: time lag がある場合には，後述する採に不都合な結果が生ずる。 ζの漂白
から筆者は室内外の濃度の評価比較をM時間の総和によって，即ち {!..室内連事度-z外気濃度1とし，乙
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2事2図 R・Cアパート居住室及び外気塵竣濃度の時間的変動
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れを室内の盛挨度として一
応外気との比較を行った。
乙れによると第1表の様lζ
(I)では2室ともに(+)で
あり， (II)では3室ともに
(一)で外気より低濃度であ
る。
生活時間等と対比すると
生活行為が反影されている
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第 3図木造住宅室内及び外気度挨濃度の時間的変動
日 病院室内外の24時間の変動経過
測定は住吉区内所在の木伽
造2階建の病院内各室及び
外気について10月28日-29
'01 
日(附)Iζ行ったものであ
る。結果は第4-5図，第
2表lζ示す様である。
要約すると，外気は前報
に示したR・C・アパートの
‘"。
場合と完全lζ一致する変動
型を示しており，5.3kmの
距離による地域的な差違は
ない。即ち，外気の平均濃
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第4図 病続内及び外気盛竣浪IJf.の時間的変動
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度は 1595個/c心 で相当高濃度であり ，24時間中の13例は L∞0個/c・C・を上廻り，午前8-9時に
( 3 ) 
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は4，α)()個/c心 以上の鋭い山を現出している。
文，最小値は午後1時iζ見られ410個/cふ と
最大時の切。となり， 乙れ迄の測定結果と一致
した変動型が見られる。
各測定室及び廊下等の推移もR・C・アパー ト
の場合と同様に外気の変動と殆んど一致した状
況である。
詳細に各測定時の室条件と対比すると風向と
第2表外気及び室内の座竣濃度 (個/c.c.) 
測定個処 |最大値比地|平均値|標準偏差|脱皮
外 気 4H渇 410 1595 1ω8 一一%
小児科交付 3683 421 1522 752 -4.58 
看護婦詰所 3714 687 1押2 タ73 +11.03 
玄 関 4145 民4 1652 965 + 3.57 
食器洗場 3612 502 1645 974 + 3.10 
1階廊下 お01 534 1500 8届 - 5.96 
内科医務室 お日 482 1618 1αy} + 1.42 
2階廊下 3632 513 1日7 938 - 1.79 
室配置による timelag，室内でのガスストープ使用による影響等のそれぞれの相関性が指摘される。
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大体それぞれの室の特性を
そのまま反影しているとい
える。
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第5図 病院内及び外気度挨濃度の時間的変動
1. R・C校舎内外の24時間の変動経過
測定は西区内所在の本学部内において行った。 R'C・アパートとの距離は3.6kmである。 期日は
12月10日-11日(附)で測定個処は2階北側外気，3階南側外気，3階講堂，2階中廊下の計4ケ処で
ある。タト気については2ケ処での測定によって個処的な差違の有無の検討をも含めた。結果は第6:-
7図，第3表iζ示す通りである。
2ケ処の外気濃度の推移は第6図lζ見られる
様iζ個処的な差途は殆んどないといえる。 2例
のみにやや巾のある差違のある程度である。
しかしてとの外気濃度は最小値626個/cふ か
ら最大値7592個/c・c.という大きな巾を示してい
るのが注意される。午後1時の最小値，午前10
時の最大値の発現は他の冬季例と全く問機であ
( 4 ) 
第3~受 外気及び室内の座竣濃度 (個/c.c.) 
測定個処陣大師小値持均値|桝偏差|献度
2階北側外気 7592 627 2338 1583 
3階南側外気 7551 770 お54 1621 一
外 気平均 7572 698 2346 1602 一
7侃 2475 1745 +5.48% 
3 階講 7439 513 2289 16タ7 -2.(~% 
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るが他のもう一つの山と谷の発現がさう顕著
ではない。又， 10時はやや薄い smogとい
う状況であったが.大阪の冬季には頻繁に見
られる事態である。乙の鋭い山を示している
高浪度条件が午前11時には約係の低濃度iζ急
速に減少しているととも注目される。
以上の様な外気変動が室内にどの緩lζ影響
しているかは第7図に示す通りである。即ち
両側壁が窓等により外気に直接lζ接している
講堂と，直接外気lζ面していない中廊下とで
は状況がやや相違している。講堂は24時間中
その平均程度も外気より殆んど無人であり，
建物の filter効果というべきもやや低く，
のが見られる。やはり無人に近かった中廊下
の平均程度は，外気よりもやや多くなってい
る。乙れには午前10時の外気の高濃度及びそ
の11時の急速な低下が換気条件の悪い中廊下
示、
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要 も句
以上前報以後lζ行った測定lζ基いて各種の建築室内外の季節別の庖竣濃度の変動，推移の実態を示
し，文考察を加えたが，ζれらを前報告と総括して注目さるべき点を記述すると以下の様である。
(1)外気濃度は第4表iζ示す様lζ冬季において高濃度であり12月lζ平均2346個/cふと最高を示して
おり，その変動の巾も大きい。最低は6月で平
均752個/cふ と12月の32.1%程度に低減してい
る。
乙の様な冬季における顕著な増大は従来の降
下煤盛量の測定結果と一致しており，主として
暖房その他による人為的なものに原因している
ととは当然であろう。
乙の事は1月1日-2日の測定結果によって
も裏付けられると考える。
第 4表外気の李節ZU18の平均直後
濃度の比較(個/c.c.) 
月別 |最大値阿倍 |平均値帥偏差
3 月 4028 372 1528 明16
5 月 2874 245 1047 7伺
6 月 1303 295 752 304 
8 月 1585 372 819 238 
10 月 41部 410 1595 1048 
11 月 5009 509 1897 1034 
12 月 7572 698 2346 1602 
白) 1日中の変動経過は従来見られた二つの山と谷の発現，その発現時刻ともに殆ど一致しており
特に第8図に示す様lζ10月-3月の冬季のものに明らかである。しかして午前8-10時に見られる鋭
い山が午前10-11時lζ急速度に低減して行く傾向は特に注意される。
ζの事実は建築室内の庖挨濃度の測定についての一つの示唆を提示していると考える。又，午後1
-2時の最小値も前報で示した結果と一致しており，規則的な変動型をしている ζとは以上の結果か
らもいえる。しかしてζの変動型は測定個処の相当の距離に無関係に一致しているととも注意される。
(3) 建築室内にあっては外気濃度が直接的に支配，影響している状況が明らかであり，前報のR・
C・アパ トーの様な小規模な建築室内のみではなく，病院，学校の様な場合でも全く同じである。し
かして乙れは建築室の自然換気量iと直接関連していると ζろであるが，直接外気に接しない中廊下，
換気条件の悪い室等では外気濃度の経過との聞に timelagが指摘される。 との事実は室内外の座
挨濃度の測定によって発飽度等を比較判定するに際しての一つの問題を提示しているといえる。
特に午前の鋭い山とその急激な低下時笥:の場合には注意さるべきである。又，との事は窓開放によ
る換気，空気調和設備による除塵作動等についても同様にいえるととである。
(12月18日.1958)
(附記本測定には本学部住居学教室学生の神戸全子，谷口千寿子の二君の大きな協力を得た。記し
て謝意を表する。)
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SUMMARY 
This is a result from the study on dust density inside and outside of some 
types of structure. The numbers of dust particles were seasonally and hourly 
measured. The results are as follows: 
1. The dust density in open air becomes thicker in winter and reaches at 
its maximum， average 2346 particlesjc・C・inDecember， and its minimum is 
average 752 particlesjc・C・inJune which is 3296 of that in December. The range 
in deviation is wider in winter than that in summer. The increase in number of 
dust particles per c・c.in winter， is largely due to the artificialities like heating 
system， etc. 
2. The fact that the deviation of dust density in open air for 24 hours， or 
a day has a certain rule likewise the previous report， was confirmed. 
3. The deviation of dust density inside of structure directly and 
concomitantly changes with that of outside of structure. In other words， the rule 
of deviation inside is the same as that of outside. The time lag which is caused 
from the ventilation condition， must be paid atention on measurement of dust 
density inside of the structure. 
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